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世界は経済の

しているとはいえないのだ。
この点を認識してい
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恒

一rw
慰
よ
九
勝
機

ほほ予想通りに米ソ閣のINF交渉が妥協し、
さて、
そのような状況を考えると、
やはりアメ
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米ソ関係に大きな転機が訪れた。
このことは二十
リカとソ連は米ソ閣係をつなぐ緊張緩和の糸を今
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世紀を通じて世間穿圭導してきた米ソ両軍事超大
後も断ち切ることはできないであろう。
では、
こ
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国の時代がいよいよ終駕しつつあることをも示し
のような米ソ接近下で、
アジアの国際環境はどう
。

一JJ
；：…idz？？とr
E
ており、
現代世界は軍事よりも経済への時代へと
なるのであろうか。
まず第一に、肝心の日中関係
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移行しつつあることを象徴的に物語っている。
を見ると、
日中貿易の不均衡は、
中国の産業機造
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この
宅歴史的なゴルバチョフ訪米が十二月
の転換が行われない限り是正できないという
塁
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八日、つまり太平洋戦争勃発のパ1ル・ハ1パl
的なものになってきている。
中国と日本とのピジ
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の臼であったという偶然は意味深い。
なぜなら、
ネス・フリクション、
商的紛争はこのところ摺大
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今回の米ソ接近の背景には、
肥大化した軍事コス
の一途をたどっており、
こうした現実を考えただ
可
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トに悩む米ソ両首脳が、
軍事小国・経済大国日本
けでも日中関係は楽観できないと思うf
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をはじめ台湾、
韓国など東アジアの目覚しい経済
そこへもってきて光肇寮裁判の問題があり、
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的台頭に苛立ち、
そのことが米ソの軍縮への方向
の点でも日中関係の前途を冷静に見ておいた方が
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を誘ったと思われる蓋然性（がいぜんせい）
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よいのではなかろうか（これらの日中関係につい
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京国に呪縛される日芝、
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いずれにせよ、
国際社会におけるアメリカの力
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が、
その象徴的な事例が、二、
七OO億米ドルに
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ものぼるアメリカの対外債務問題である。
しかも
次に米中関係であるが、
今後米ソ関係の打開が
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さらにはかられていくだろうと思われるだけに、
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支赤字の改善については、
その前進がきわめて厳
アメリカにとって中国を戦略的・軍事的に育成し
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こうした点から見ても、
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てソ連に対抗させる必要がなくなってくる。ごう
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と言われた、
安い政府による強いアメリカの再建
して米中関係も従来とはかなり逢って冷えこんで
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という目標がレーガン大統領の任期八年間をもつ
くるのではないかと思われる。
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このさつになると、
やはり中ソ関係が重要にな
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中ソ改善のピッチはさらに急速になろうo
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一方、ペレストロイカを掲げて登場したゴルパ
中ソ聞の鉄道も、
新しく二本敷設される工事が間
ト

副訓WJJ．－…～山

チョフ・ソ連の側も、今や大きく変貌しつつある。
もなく進捗するようであり、
中ソ閣の貿易、
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ソ連は、
東欧の衛星諸国やアフガニスタン、ベト
協力、
国境貿易その他も順調に進展している。ペ
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アンゴラなどの同盟国に、
毎年
レストロイカを進めるゴルバチョフ依制下のソ
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四OO億米ドルにのぼる援助金を出していると一言
連、
経済改革を進める郵小平日越紫陽体制の中国
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われる。
乙れに世界各地に駐在するソ連の箪事顧
は、
いずれも内部に抵抗を持ちながら、
おたがい
。
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問団などへの必要コスト約一OO億米ドルを加え
に共通の課題を抱えている。
そうした共通性が、
可

階
：一・
3た

ると、
ソ連は自己の世界戦略維持のために計五O
中ソをさらに接近させるといえよう。
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O億米ドルもの巨額の資金を支出していると推計
李鵬H銚依林といった中国共産党内の知ソ派勢力
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できる。
ソ連国内の核ミサイル開発及び通常兵力
の健在はソ連にとっても大歓迎であり、
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に要する費用がどれだけになるかは推定しにくい
ゴルバチョフ・郵小平会談の実現の機会も出てきJW
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ところだが、
恐らく数百米ドルは下らないものと
たと見ることもできよう。
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見られ、
ごのょっな巨大な援助や軍事支出は、
ソ
わが国としては、
国際環境全体の激しい動きの同
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連にとって不可能になってきているばかりか、
そ
中で、「深部の潮流」を見事dわめることがますますM
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のような支出を行っても、
ソ連の世界戦略は成功
重要になるだろう。
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が、
最大の特徴点である。
インフレの鎮静ととも

に変動相場制の弊害が一段と大きくなったのも、

同時に進んだ過程である。
世界で震も有効なイン

フレ鎮静を実現した日本は、
民間企業の持つ世界

に冠たる競争力の強さに支えられ、
急速な技術開

発に成功し、
同時に円高を金融資産の増加に結び

つ肘ることに成功した。一九八0年代に入ってか

ら、
日本は世界一の「金融大国」に変身、
同時に

この政治不信を解決するには、大胆な行動が必

要である。
米ソ首脳会談の成功に加え、
米国政府

がさらに本格的な政策の転換を、
国防を含めて全

ての面で断行する姿勢を示さないと、
市場は先行

きへの不安感を解消しょっとしないだろう。
それ

は極めて困難な課題である。
しかし、
この決断に

踏み切る以外に、
世界経済再構築に成功できる見

通しはない。

深部の潮流」見きわめが重要」


